






















た。その結果，多くの学生が，主題・解説型誤文（例，*This hotel cannot use the 


























る。例えば，Line A intersects line B （Langacker, 2008, p. 368）のような文では，
物理的に線 A と線 B の間にエネルギーの流れはないが，主観レベルでは主語であ
















池上，2000; 川瀬，2015, ８月 ; 濱田，2013）。川瀬（2015, ８月）は，英語は参与者
（モノ）に注目するのが典型的な言語であるのに対し，日本語は出来事の「場」に
注目するのが特徴的であると主張する。例えば，英語の Hanako has two daughters




















































































































施し効果が上がったという報告（例，Mason & Krashen, 1997; Takase & Otsuki, 
2012）がされている。














（2014）は，初期レベルの ORT で使用される指示詞 this, that とそれを受ける三人
称代名詞 it に焦点を当て，語用論の視座からテクスト分析した。その結果，指示






関係を築き，共同注意フレーム（joint attentional frame）が確立する（Tomasello, 
2003）ということである。共同注意フレームの構築は用法基盤言語習得の土台とな
る（Tomasello, 2003）ので，その確立を誘発する ORT は，初期学習の優れた教材
であると言える。
　戸出（2016）は，SVO 文型に焦点を当て，事例の頻度とエネルギーの流れとい





































































いう観点で採点した。例えば，Kipper see it という産出に対しては，主語・動詞と
いう語の連鎖に対して１点，see + 目的語という語の連鎖に対して１点で計２点を
























M （SD） 8.0 （5.3） 8.7 （5.3） 9.6 （6.6） 11.1 （7.2） 10.5 （5.6） 12.0 （5.2）















第５回（５月31日）：Dad cooking. put in the bowl. Stir. has made a pancake. Mum 
run with the pancake.
第６回（６月７日）：Dad has a frying pan. Put in the bowl. Milk into the bowl. 
Butter in the frying pan. toss a pancake. Mum with the pancake. 
第７回（６月14日）：A dog has a stick. Mum said fetch a stick. Biff  throw a stick. 
Floppy fetch her cap. Floppy was wet. Floppy has her cap. 
　美智の第７回での飛躍とこれまでに読んだストーリーや指導との関係を分析す
る。筆者は，第６回の冒頭で Dad has a frying pan が出現し，第７回でも A dog 
has a stick という has を用いた産出がされ，その後英語語順が守られていることに




能も共通した同パタンの節とした。例えば，Chip saw a rabbit と Floppy chased a 




なる。このようにして Dad has a frying pan の近似節を探したところ，Dad has a 
bin が４月25日に読んだストーリーの中で同定できた。しかし，その事例遭遇から
１か月余りたっているため，それが美智の第６回の産出の直接の源であるという証












　第７回の各産出の源も同様の方法で探った。冒頭の A dog has a stick は，第６
回で産出された Dad has a frying pan が近似節で，その主語と目的語を a dog と a 
stick で置き換えることにより産出できる。第２節の Mum said fetch a stick につい
ては，美智がこれまで読んだストーリーの３事例から「モノ + said + “セリフ”」
という項目依拠構文が想定でき，Mum をモノのスロットに挿入すれば前半の
Mum said を産出することができると考えた。fetch a stick については，直前に産
出した has a stick が近似しており，has を fetch に置き換え，それをセリフ部に埋
め込むことで産出できると考えた。第３節の Biff throw a stick については，直前
の fetch a stick や has a stick から想定できる「プロセス＋ a stick」という項目依拠
構文のプロセス部に throw が代入され，さらに，「Biff + プロセス + モノ」という
項目依拠構文に throw a stick を埋め込めば産出できると考えた。「Biff + プロセス 
+ モノ」パタンには13タイプの事例と接触していた。次の第４節 Floppy fetch her 
cap も同様に，fetch a stick という句と「Floppy + プロセス + モノ」（９タイプの
事例と接触）から引き出せると考えた。第５節 Floppy was wet は，「モノ＋ got 
wet」（３タイプの事例）及び「モノ + was + 状態（形容詞）」（18タイプの事例）
の項目依拠構文が併合して産出されると考えた。特に前者は，その日の全体指導で
Everyone got wet を含むストーリーに触れ音読も行っていたため想起されやすいと
思われた。したがって，この２つの項目依拠構文が併合されて「モノ +was wet」
が産み出され，第５節が産出できると考えた。第６節 Floppy has her cap は，第４
節の Floppy fetch her cap の fetch を has と交代させると産み出されると考えた。
　以下は，真由の第５回から第８回までの産出である。
第５回（５月31日）：Dad is cooking start. Biff is bring to eggs. Chip and Kipper is 
23
flour in the bowl. Biff and Chip is put milk. Dad and Kipper is butter in the frying 
pan. Has made may drop a pancake. Mum with the pancake have mothers a 
pancake race. 
第６回（６月７日）：Dad has a frying pan. Start cooking. Chip and Kipper flour in 
the bowl. Biff bring egg. Biff and Chip into the bowl it milk. Dad and Kipper 
butter in the frying pan. Had made toss. Wow! may drop a pancake. Mothers a 
pancake race. Mum with the pancake. 
第７回（６月14日）：A woman is fetch a stick a dog. Mums is see. Mum has a 
stick. Biff throw a stick. Her cap blow the wind. Her cap on the water. Floppy is 
fetch her cap. Floppy has a cap. In his mouth, Floppy wet. Mums praise is Floppy.
第８回（７月13日）：A woman throw a stick. A dog has a stick. Mum and Floppy 
and Chip and Biff seeing. Mum has a stick. Biff throw a stick. Her cap blow the 
wind. Her cap on the water. Floppy run into the water. Her cap fetch Floppy. 




た。真由も第６回の冒頭で Dad has a frying pan を産出していた。これは美智と同
様，「モノ + had + モノ」の項目依拠構文が関係していると考えた。第６回の Biff 
bring egg の産出には，９タイプの事例から想定できる「Biff + プロセス + モノ」
という項目依拠構文が作用して，bring と egg が代入されたと考えた。第７回の
Mum has a stick は第６回の Dad has a frying pan を基に産出することができ，ま
た同じ回の Floppy has a cap にも続いていると考えた。また同じ回の Biff throw a 
stick の近似節は，直前の Mum has a stick と第６回の Biff bring egg だった。前者
の Mum を Biff に，has を throw に置き換える操作で産出できると考えた。第８回
の冒頭の２つの節は，それぞれ第７回の Biff throw a stick と Mum has a stick の主
部を a woman と a dog に置き換えたものとみた。またその次の Mum has a stick
と Biff throw a stick は第７回の繰り返しであった。最後の Floppy run into the 

















き Dad has a frying pan という最初の産出を導いたと考えるのも真実からそれほど
遠くはないと思われる。ただ，それに続く犬を主語にした A dog has a stick 等の
産出は，査読者の指摘にあったように，ヒントとして添えられた「くわえる」とい
う訳語（資料２）に誘導された可能性が高い。それを認めつつも，同時に，「モノ 










かなかった側面への気づきが起こった（Verspoor, Lowie, & de Bot, 2009）とも考
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絵は Hunt & Brychta （2011） pp. １- ８を引用した。
